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令和６年５月２９日 校長 池田 誉

令和６年度が始まって２か月が経ちました。新学年になって

はりきっている児童の姿がいろいろな場面で見られます。

５月２日（木）に行われた「１年生を迎える会」では、５・

６年生が中心となって準備を進めました。全校会議で話し合っ

たことを元に、「１年生が楽しめるように」「みんなが楽しめ

るように」ということを考えて準備に取り組みました。その結

果、当日はとても楽しい会になりました。

また、同じ日に行われた「春の遠足」では、姫新線を利用して勝山まで出かけました。低学

年から高学年が一緒に、勝山の町並みを散策し、勝山郷土資料館と武家屋敷館の見学、和菓子

の「きくや」さんでの和菓子づくり体験をしました。昼食場所として「勝山文化往来館ひし

お」をお借りして、ゆったりとお弁当をいただくことができました。暖かい春の１日を楽しく

過ごし、子ども達のつながりを一層深めることができました。

姫新線で勝山駅まで行きました

１年生を迎える会の様子

和菓子作りを体験しました 武家屋敷館で記念撮影

自分で身を守る児童を育てる
年度始めには、危険から身を守る力を高める

ために、避難訓練や安全教室を行います。

４月１７日（水）には、火災が発生したとい

う設定で避難訓練を行いました。放送の指示を

聞いて落ち着いて避難することができました。

４月１９日（金）はスクールバス避難訓練を

実施しました。下校途中のバスが動かなくなったという想定で訓練を行いました。運転手から

の連絡を受け、教員が現場に駆けつけ、安否確認や家庭への連絡、安全な下校を行うという手

順を確認しました。６年生が下級生に声をかけながら、安全に行動する姿が見られました。

５月１４日（火）には真庭警察署交通課と月田駐在所、交通安全協会の方に来ていただい

て、交通教室を実施しました。１・２年生は正しい歩行の仕方、３年生以上は正しい自転車の

乗り方について学習しました。

どの場でも、真剣に取り組む児童の姿が見られまし

た。いざという時に落ち着いて行動し、自分や周りの

人を守ることができる力を伸ばすために、今後も安全

教育を進めていきたいと思います。
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５月１９日（日）に「第１８回富原お茶まつり」が開催されました。昨年度までは高学年

の女子児童が「お茶娘」として参加していましたが、今年は５・６年生の男子も「お茶ボー

イズ」として参加し、まつりを盛り上げるのに貢献しました。地域の行事に子どもたちが参

加することで、子どもたち自身が楽しむことができたのに加え、地域の方が喜んでくださっ

て「地域の役に立った」ことに大きな意義があると思います。

昨年度から始まった「学校運営協議会（コミュニティ・スクール）」制度で、富原地域も

「地域みんなで子どもを育てる」という意識が高まっていることを感じます。

５月から低学年の放課後の時間に、週に１回程度、学校支援ボランティアの方が来てくだ

さり、読み聞かせや昔遊びをして一緒に過ごしてくださっています。子どもたちにとっては

地域の方と楽しい時間を過ごすことができ、学校にとってはいくらか

の負担を減らすことにつながっており、大変ありがたく思います。

地域の方からも「子どもと接することで元気をもらえる」という声

をいただいています。学校と家庭と地域がしっかりつながり、子ども

を中心として盛り上がる富原をめざしていきたいと思います。

芸術や自然に触れる
５月２１日（火）に勝山小学校で、勝山中

学校区の４小学校合同の芸術鑑賞会がありま

した。「劇団風の子関西」による劇「がんば

れ！かわずくん」を鑑賞しました。楽しい仕

掛けがいっぱいのストーリーと、思わず引き

込まれるプロの劇団の迫力ある演技に、児童

は大きな拍手を送っていました。

また、４月３０日（火）には、真庭市の「環境出前講座」として、１

・２年生が「バードウォッチング体験」をしました。講師の先生と学校

の周りを歩き、鳥の姿を双眼鏡で見たり、鳴き声を聞いたりしました。

身近なところにもたくさんの鳥がいることや、鳥たちが生きていくため

の自然を大切にすることの大切さを学ぶ貴重な機会となりました。

今年度も、学校支援ボランティアの募集を行います。児童の学習活動や、環境整備などをお

手伝いいただいたり、運動会や学習発表会、参観日などの行事に来ていただき、子どもとふれ

あったりすることが主な活動です。興味のある方は、今回、学校だよりと一緒に回覧している

募集用紙を見ていただき、学校（４６－２００４）までご連絡ください。たくさんの方のご参

加をお待ちしています。


